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塾技 

 
チャレンジ！入試問題 

 

ばね    ～力と運動～ 
  

問題 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （櫻蔭中） 

 

 

  



 

 

 

問 1 ①より，バネ Aは，60－20 = 40〔g〕で，11－9 = 2〔cm〕のびるので，20gでは 1cmのびる。よって，おもりを

つるしていないときのバネ Aの長さは，9－1 = 8〔cm〕とわかる。 

一方，②より，ばね Bは，60－30 = 30〔g〕で 12－11 = 1〔cm〕のびるので，おもりをつるしていないときのバネ

Bの長さは，11－1 = 10〔cm〕とわかる。 

 バネ A：8cm，バネ B：10cm 

 

問 2 バネ Bののびが，13.5－10 = 3.5〔cm〕となるときのおもりの重さを求めればよい。 

バネののびはおもりの重さに比例し，3.5cmは 1cmの 3.5 倍なので，求めるおもりの重さは 30gの 3.5 倍の 105gと

わかる。 

 105g 

 

問 3 問 1より，バネ Aに 60gのおもりをつるしたときのバネ Aののびは，1 × (60 ÷ 20) = 3〔cm〕，バネ Bに 60gのお

もりをつるしたときのバネ Bののびは，1 × (60 ÷ 30) = 2〔cm〕。よって，同じ 60gの重さのおもりをつるしたとき，

バネ Aの方がバネ Bより 1cm長くのびる。ここで，何もつるしていないときの長さは，バネ Aの方がバネ Bより，

10－8 = 2〔cm〕短いので，これを同じ長さにするためには，バネ Aの方がバネ Bより 2cm長くのびるような力，

すなわち，60 × 2 = 120〔g〕の力をバネ Aとバネ Bにかければよい。ここで，③の図より，おもり aは棒の中央に

あるため，バネ Aとバネ Bにはそれぞれおもり aの重さの半分の力がかかる。よって，おもり aの重さは，120 × 2 

= 240〔g〕，バネの長さは，8 + 6 = 14〔cm〕とそれぞれ求められる。 

 バネの長さ：14cm，おもり a：240g 

 

問 4 ④で，バネの長さが 13cmだったことより，バネ Aののびは，13－8 = 5〔cm〕，かかる力は，20 × 5 = 100〔g〕と

わかる。同様に，バネ Bののびは，13－10 = 3〔cm〕，かかる力は，30 × 3 = 90〔g〕とわかる。よって，おもり b

は，100 + 90 = 190〔g〕，おもりをつるした位置は，バネ Aの方により大きな力がかかるように，棒の中央よりもバ

ネ A側に近い位置とわかり，バネ Aとバネ Bの間を，90：100 = 9：10に比例配分した位置となる※。 

よって，          → 9.5cmと求められる。 

※バネ Aとバネ Bにかかる力の比は，おもりからバネ Aとバネ Bまでの距離の比の逆比となる。 

 

 位置：9.5cm，おもり b：190g 

 

問 5 ⑤より，バネ Aとバネ Bにかかる重さの比は，12：8 = 3：2とわかる。よって，⑥では，上の棒にバネ Aとバネ

B によって 3：2 の重さがかかっていることになる。そのため，棒の中央を糸でつるすと，棒はバネ A 側にかたむ

く。一方，棒を水平にするには，中央より重い A 側に近い方の位置を糸でつるせばよいので，糸からバネ A とバ

ネ Bまでの距離の比が，バネ Aとバネ Bにかかる力の逆比である 2：3となる 8cmの位置につるせばよいことにな

る。以上より，正しい記号は，アとエとわかる。 アとエ 

 

問 6 ⑦より，棒の重さは，20 × (20－8) = 240〔g〕とわかるので，バネ Bの長さは，10 + 240 ÷ 30 = 18〔cm〕 

 18cm 

 

問 7 まず，おもりをつるす前の状態
じょうたい

を考える。棒の重さは 240gで，これは，おもり aの重さと同じである。棒は均

一な材質でできているため，棒の重心は棒の中央にあり，問 3より，200gのおもりをつるす前のバネの長さは 14cm

となる。バネ Aとバネ Bに同じ力がかかったときののびの比は，問 3より，3：2とわかるので，200gのおもりを

つるして棒を水平にするためには，バネ Aとバネ Bにかかる力の比が 2：3になるような位置におもりをつるせば

よい。よって，200gのおもりからバネ Aとバネ Bまでの距離の比が，2：3の逆比である 3：2となればよいので， 

おもりの位置はバネ Aから，       〔cm〕のところとわかる。また，このときバネ Aにかかる力の大きさ

は，     〔g〕となるので，バネの長さは，14 + 1 × (80 ÷ 20) = 18〔cm〕と求められる。 

 位置：12cm，バネの長さ：18cm  

解答 －チャレンジ！入試問題－ 

解答・解説 
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3200 12
3 2

 
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9 10
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